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◇今回の特集号を刊行するにあたり,地質調査所の職員

以外の方表にも執筆をお願いしましたところ,多くの

方六カミ快くお引き受けくださり,10周年を記念するに

ふさわしい内容にすることができました.御協力いた

だきました皆様に厚く御礼申し上げます.

◇この特集号の編集を担当することにたり,皆様の原稿

に目を通していますと,設計段階から地質標本館の仕

事に携わってきた1人として,展示方法の検討や標本

の収集やらに天手古舞していた一昔前のことが,今で

は懐かしく思い出されます.

◇新しい試みとして,｢ユニｰクた地質系博物館｣を企

画し,その第1弾として六号に2件を掲載しました.

今後は“地質標本館だより"の中で逐次紹介していく

予定です.お気付きの点,紹介したい博物館たどお知

らせいただげれぽ幸です.今後の参考にいたします.

◇山口県美祢市歴史民俗資料館は,三畳紀の植物化石の

大型標本をはじめ,古生代のサンゴなど化石標本が豊

富に陳列してあり,rユニｰクな地質系博物館｣とし

て紹介するに値する展示館ですが,既に昨年の本誌7

月号(419号,60～65頁)に掲載したばかりですので,

六号では重複を避けました.

◇r地質標本館の年表｣に見られるように,地質標本館

の前身とも言える木石陳列所が明治9年(1876)に開

設してから様々た経緯があって,今日の地質標本館に

至ったわげです.この間の記録は,たとえ些細なもの

であっても残しておかたけれぽ,永久に忘れられてL

まいますので,この機会を利用して,できるだけ地質

標本館にまつわる話題を載せるように努めました.こ

の特集号が地質標本館の開館20周年.100周年へ向って

発展していくための一助とたることを願っています.

◇六号の編集にあたっては,ぺ一ジの制限がかたり厳し

く,割愛せざるえたい点カミありました.例えば.各記

事の英文の著者名とタイトルは一部省略し,学会掲示
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板も2べ一ジに押さえました.

一尾上記一

今月は｢地質情報｣と｢IGC事務局ニュ

ｰス｣を休載します

6月号r日本国際賞｣の記事には,テクトニクスの

トが抜けるという誤植が何方所があリました.講演

要旨の原文は,正｣くテクトニクスとなっておりま

す.訂正L,お詫びいたします.

地質ニュｰスに寄稿される方へ

1.地球科学各分野の最近の話題･総説･解説など多

方面の原稿を募ります.

2.原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

×18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

3.ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20行程度として下さい.
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句読点･引用符たどもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1ぺ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらにつ

げる説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明たも

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入Lて下さい.

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.

<.地質ニュｰス編集委員会>

地質ニュｰス第431号1990年7月号

定価\700〒実費

1990年7月1日発行

編集工業技術院地質調査所

発行人材久雄

発行所株式会社実業公報杜

東京都千代田区九段南4の2の12

〒102

Te1､(03)265-0951(fミ表)

振替口座東京1-32466

麹町局私書箱第21号

総発売元株式会社実業公報杜

◎1990Geo1ogica1SurveyofJapan

欝本誌は東京都中央区㈱八重州ブックセンタｰ本店と

つくば市の友朋堂書店本店に篇備してあります.

地質ニュｰス431号�


